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1.  平成25年6月期第2四半期の連結業績（平成24年7月1日～平成24年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年6月期第2四半期 2,736 △2.8 43 △44.4 23 △46.7 △1 ―
24年6月期第2四半期 2,816 8.0 77 670.9 43 ― 34 ―

（注）包括利益 25年6月期第2四半期 △1百万円 （―％） 24年6月期第2四半期 34百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年6月期第2四半期 △1.42 ―
24年6月期第2四半期 46.94 23.36

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年6月期第2四半期 2,838 132 4.7
24年6月期 2,763 133 4.8
（参考） 自己資本   25年6月期第2四半期  132百万円 24年6月期  133百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年6月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
25年6月期 ― 0.00
25年6月期（予想） ― 0.00 0.00

3. 平成25年 6月期の連結業績予想（平成24年 7月 1日～平成25年 6月30日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,045 9.0 130 53.6 80 127.2 49 215.6 67.13



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

詳細は、【添付資料】Ｐ．４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビューの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期
財務諸表の手続きを実施しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３
ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年6月期2Q 791,000 株 24年6月期 791,000 株
② 期末自己株式数 25年6月期2Q 48,563 株 24年6月期 48,563 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年6月期2Q 742,437 株 24年6月期2Q 742,437 株
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平成25年６月期第２四半期連結累計期間(平成24年７月１日～平成24年12月31日)における連結売上高

は、新商品の卓上型加湿器「TULIP」が好調に売上を伸ばし、ホームソーダマシン「SodaSparkle」やト

ラベルグッズ等の売上も引き続き好調に推移しましたが、ヒーターなど季節家電の出遅れや新商品の入

荷時期の遅れなどが影響し、2,736百万円(前年同期は2,816百万円)となりました。 

利益については、オリジナル商品・海外ブランド商品の売上比率増加により売上総利益率が前年同期

比で1.3％改善され、また小売事業における人件費等の経費コントロールが大きな成果を上げているも

のの、前年よりも売上高が減少していることにより営業利益は43百万円(前年同期は77百万円)、経常利

益23百万円(前年同期は43百万円)となりました。また一部店舗閉店に伴う固定資産の減損及び商品金型

の減損が発生したことにより、四半期純損失は1百万円(前年同期は34百万円の利益)となりました。 

セグメントの業績は以下のとおりであります。 

住関連ライフスタイル商品製造卸売事業においては、前述の通り、新商品の卓上型加湿器

「TULIP」、ホームソーダマシン「SodaSparkle」やトラベルグッズ等の売上が好調に推移しましたが、

季節家電の出遅れや新商品の入荷時期の遅れなどが影響し、売上高1,503百万円(前年同期は1,596百万

円)、営業利益は404百万円(前年同期は408百万円)となりました。 

住関連ライフスタイル商品小売事業においては、インターネット販売が認知度向上及び各種販促施策

に取り組んだことにより売上が増加し、また好調なトラベルグッズのセレクトショップ「Travel Shop 

Gate」に加え、ライフスタイルショップ「eyeco sense」が前年同期を大幅に上回る売上を達成したこ

とにより売上高1,228百万円(前年同期は1,219百万円)、営業利益は94百万円(前年同期は83百万円)とな

りました。 

その他においては、売上高は5百万円(前年同期は0百万円)となりました。 

以上の結果、売上高は2,736百万円(前年同期は2,816百万円)、営業利益は43百万円(前年同期は77百

万円)、経常利益は23百万円(前年同期は43百万円)、四半期純損失は1百万円(前年同期は34百万円の利

益)となりました。 

  

当第２四半期連結会計期間末における総資産の残高は、2,838百万円(前連結会計年度末は2,763百万

円)となり、74百万円増加しました。 

流動資産は、2,327百万円(前連結会計年度末は2,244百万円)となり、83百万円増加しました。これは

現金及び預金の減少(97百万円)があったものの、商品及び製品の増加(66百万円)及びその他の増加(87

百万円)等があったことによるものであります。 

固定資産は、510百万円(前連結会計年度末は519百万円)となり、8百万円減少しました。これは無形

固定資産の減少(5百万円)及び投資その他の資産の減少(2百万円)等があったことによるものでありま

す。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

（２）連結財政状態に関する定性的情報

１．財政状態の分析
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流動負債は、2,396百万円(前連結会計年度末は1,904百万円)となり、491百万円増加しました。これ

はデリバティブ債務の減少(8百万円)等があったものの、支払手形及び買掛金の増加(37百万円)、短期

借入金の増加(44百万円)及び１年内償還予定の転換社債型新株予約権付社債の増加(409百万円)等があ

ったことによるものであります。 

固定負債は、309百万円(前連結会計年度末は725百万円)となり、415百万円減少しました。これは転

換社債型新株予約権付社債の減少(407百万円)等があったことによるものであります。 

純資産は、132百万円(前連結会計年度末は133百万円)となり、1百万円減少しました。これは利益剰

余金の減少(1百万円)があったことによるものであります。 

  

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年

度末の残高452百万円に対して97百万円減少し、354百万円となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであ

ります。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動の結果使用した資金は66百万円(前年同期は22百万円)となりました。 

これは、減価償却費(48百万円)及び仕入債務等の増加(37百万円)等による資金の増加があったもの

の、たな卸資産の増加(66百万円)及びその他の減少(75百万円)等の資金の減少があったことによるもの

であります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動の結果使用した資金は69百万円(前年同期は25百万円)となりました。 

これは、有形固定資産取得(61百万円)等による資金の減少があったことによるものであります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動の結果得られた資金は37百万円(前年同期は71百万円)となりました。 

これは、長期借入金の返済による支出(20百万円)等による資金の減少があったものの、短期借入金の

純増減(60百万円)による資金の増加があったことによるものであります。 

  

連結業績予想につきましては、平成24年８月10日の決算短信で公表いたしました通期の連結業績予想

に変更はありません。 

  

２．キャッシュ・フローの状況

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年７月１日以

後取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

なお、これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成24年６月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 452 354

受取手形及び売掛金（純額） 485 513

商品及び製品 1,020 1,087

原材料及び貯蔵品 0 0

その他 285 372

流動資産合計 2,244 2,327

固定資産   

有形固定資産 221 219

無形固定資産 37 32

投資その他の資産 260 258

固定資産合計 519 510

資産合計 2,763 2,838

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 357 395

短期借入金 1,267 1,312

未払法人税等 8 5

引当金 16 16

デリバティブ債務 8 －

1年内償還予定の転換社債型新株予約権付社債 － 409

その他 246 256

流動負債合計 1,904 2,396

固定負債   

転換社債型新株予約権付社債 407 －

長期借入金 310 305

その他 8 3

固定負債合計 725 309

負債合計 2,630 2,705

純資産の部   

株主資本   

資本金 300 300

資本剰余金 238 238

利益剰余金 △342 △343

自己株式 △62 △62

株主資本合計 133 132

純資産合計 133 132

負債純資産合計 2,763 2,838
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年７月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年７月１日 
 至 平成24年12月31日) 

売上高 2,816 2,736

売上原価 1,468 1,391

売上総利益 1,348 1,344

返品調整引当金戻入額 5 6

返品調整引当金繰入額 8 7

差引売上総利益 1,345 1,343

販売費及び一般管理費 1,267 1,300

営業利益 77 43

営業外収益   

デリバティブ評価益 14 11

その他 1 1

営業外収益合計 16 13

営業外費用   

支払利息 17 17

為替差損 30 12

その他 4 3

営業外費用合計 51 33

経常利益 43 23

特別損失   

固定資産除却損 6 3

減損損失 0 18

特別損失合計 6 22

税金等調整前四半期純利益 36 0

法人税等 1 1

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

34 △1

四半期純利益又は四半期純損失（△） 34 △1
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 四半期連結包括利益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年７月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年７月１日 
 至 平成24年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

34 △1

その他の包括利益   

その他の包括利益合計 － －

四半期包括利益 34 △1

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 34 △1

少数株主に係る四半期包括利益 － －

㈱イデアインターナショナル　（3140）　平成25年６月期　第２四半期決算短信

7



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年７月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年７月１日 
 至 平成24年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 36 0

減価償却費 58 48

減損損失 0 18

販売促進引当金の増減額（△は減少） 1 △1

支払利息 17 17

為替差損益（△は益） 5 △1

売上債権の増減額（△は増加） △182 △27

たな卸資産の増減額（△は増加） △140 △66

仕入債務の増減額（△は減少） 240 37

その他 △43 △75

小計 △6 △48

利息及び配当金の受取額 0 0

利息の支払額 △12 △14

法人税等の支払額 △3 △3

営業活動によるキャッシュ・フロー △22 △66

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △19 △61

無形固定資産の取得による支出 △0 △1

敷金及び保証金の差入による支出 △0 △0

その他 △5 △6

投資活動によるキャッシュ・フロー △25 △69

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 76 60

長期借入金の返済による支出 △1 △20

その他 △3 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー 71 37

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5 1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 17 △97

現金及び現金同等物の期首残高 333 452

現金及び現金同等物の四半期末残高 351 354
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該当事項はありません。 

  

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成23年７月１日  至  平成23年12月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、オフィス・店舗空間のコンセプ

ト・デザインを企画する空間プロデュース事業等を含んでおります。 

２ セグメント利益の調整額△413百万円は、各報告セグメントに配分していない当社及び子会社の管理部門に

係る費用であります。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成24年７月１日  至  平成24年12月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、オフィス・店舗空間のコンセプ

ト・デザインを企画する空間プロデュース事業等を含んでおります。 

２ セグメント利益の調整額△458百万円は、各報告セグメントに配分していない当社及び子会社の管理部門に

係る費用であります。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

報告セグメント
その他
(百万円) 
(注)１

調整額 
(百万円) 
(注)２

四半期連結損
益計算書計上

額 
(百万円) 
(注)３

住関連ライフ
スタイル商品
製造卸売事業 
(百万円)

住関連ライフ
スタイル商品
小売事業 
(百万円)

計
(百万円)

売上高

  外部顧客への売上高 1,596 1,219 2,816 0 ― 2,816

  セグメント間の内部売上高
  または振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,596 1,219 2,816 0 ― 2,816

セグメント利益 408 83 491 ― △413 77

報告セグメント
その他
(百万円) 
(注)１

調整額 
(百万円) 
(注)２

四半期連結損
益計算書計上

額 
(百万円) 
(注)３

住関連ライフ
スタイル商品
製造卸売事業 
(百万円)

住関連ライフ
スタイル商品
小売事業 
(百万円)

計
(百万円)

売上高

  外部顧客への売上高 1,503 1,228 2,731 5 ― 2,736

  セグメント間の内部売上高
  または振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,503 1,228 2,731 5 ― 2,736

セグメント利益 404 94 499 ― △456 43
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２．報告セグメントの変更等に関する事項 

① 報告セグメントの変更 

当社グループは、第１四半期連結会計期間より、企業戦略の明確化及び収益構造の可視化を行う目

的とし、「住関連ライフスタイル商品製造卸売事業」、「住関連ライフスタイル商品小売事業」及び

「その他」に配分していた全社費用をセグメント調整額に一括して掲記する方法に変更いたしまし

た。全社費用は、報告セグメントに帰属しない当社及び連結子会社の管理部門に係る費用でありま

す。 

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントに基づき作成した

ものを開示しております。 

② 減価償却方法の変更 

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年７月１日

以後に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しておりま

す。 

なお、これによる当第２四半期連結累計期間における各セグメントの損益に与える影響は軽微であ

ります。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

(固定資産に係る重要な減損損失) 

「住関連ライフスタイル商品小売事業」セグメントにおいて、18百万円の固定資産減損損失を計上し

ております。 

  

該当事項はありません。 

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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